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図 2：理論モデルより計算された 

偏光 PL及び偏光 PLE スペクトル 

図 1：偏光 PL と偏光 PLEの実験結果 

In組成の空間的ゆらぎが非極性 InGaN量子井戸の偏光特性へ及ぼす影響 
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非極性 InGaN量子井戸(QW)はQW面内で光学異方性が現れ、偏光方向により光学利得に違いが生

じる。この系の価電子帯上端には互いに異なる偏光成分を持った２つのバンド(A バンドと B バンド)が存

在しており、最上端に位置するバンドが偏光特性を支配する。従って、E（AバンドとBバンドのエネルギ

ー差）は偏光特性の指標となる[1]。このE は、通常、偏光による PL(EL)ピーク位置のずれ(エネルギー

差)から見積もられる[2, 3]。しかしながら、In組成揺らぎ等により PL(EL)ピーク位置がバンドの位置を正し

く反映していない可能性がある。そして、本来は、光の吸収過程を利用した偏光 PLE 測定を行う方がより

直接的にEを求められると考えられる。そこで、本研究ではm面上の InGaN-QW(同一試料)に対して偏

光 PL測定と偏光 PLE測定の両方を行い、これらを比較した。その結果、E(PL)とE(PLE)に差が生じる

ことを見出した。そしてこの原因を、In組成揺らぎを考慮した理論モデルにより解明したので報告する。 

図 1 に同一の m 面上の InGaN-QW 試料について、He-Cd 励起による顕微偏光 PL測定と Xe ランプ

励起による偏光 PLE 測定を行った結果を示す。これよりE(PL)及びE(PLE)は各々40[meV]と 20[meV]

であり、両者は大きく異なっている。我々はE(PL)が In 組成の

空間的揺らぎにより真のEと異なる値を示していると考え、理論

モデルによる再現を試みた。m面上 InGaN-QWにおいては、In

組成を増加させるとバンドギャップが小さくなると共にE が増加

する。従って、In組成揺らぎによるバンドのエネルギー位置の空

間変化はBバンドよりもAバンドの方が大きい。このような場合、

A バンドと B バンドで状態密度が異なり、キャリア分布に違いが

生じる。その結果、PL ピーク位置は必ずしもバンドの位置を反

映せず、E(PL)は真のEと異なる値を示す。図 2に真のEを

20[meV]とした場合の偏光PLと偏光 PLEのスペクトルの計算結

果を示す。これよりE(PL)が真のE より大きくなることが確認で

きる。このように偏光 PL 測定から正確なE を求めることは困難

である。Eを正しく測定するには偏光 PLE測定による直接的な

観測が必要であり、これまで報告されてきたE についても見直

しが必要であると考えられる。 
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図 2：PL と PLE 
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